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令 和 ４年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立熊谷女子高等学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 １ 自主自律の精神と豊かな人格を有し、次世代の社会をリードする心身ともに健康な生徒を育成する。 

２ 地域に信頼される伝統ある進学校として、生徒の第一志望の進路を実現させる。 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１第一志望を最後まであきらめさせない、粘り強くきめ細やかな指導の徹底。 

２新学習指導要領に基づく、主体的・対話的で深い学びの実現と評価の実践  

３「オンライン連携講座事業」「データサイエンス・ＡＩリテラシーを活用できる高校生育成  

 事業」の取組を活かす、ＩＣＴを活用した個別最適な学びの研究と試行  

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ９名 

    生徒       ３名 

    事務局(教職員)  ７名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （   ２ 月  １ 日  現 在 ）  実施日 令和 ５年 ２月 ８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

 計画的かつきめ細かな指導により

国公立を含めた難関大学への合格者

は増加している。 

【課題】 

大学入学共通テスト平均点が伸び悩ん

だ。第一志望校への進学を一般受験で

実現できる実力の育成と、更なる進学

実績の向上を目指す指導に学校全体で

組織的に取り組む必要がある。 

進路指導

の充実と

進学実績

の更なる

向上 

①学年と進路指導部、各教科が連携し、組 

 織的できめ細やかな進路指導を展開。 

②大学入学共通テストの研究、教科指導の 

 工夫改善による学力の向上 

③最新の進路情報の収集と生徒への提供 

④課業日の補習や全教員での小論文・面接 

 指導、ｵﾝﾗｲﾝ連携講座事業を活用した、 

 多彩な夏季補習等による学習支援の充実 

①第１志望･準第１志望の進学  

 実績が向上したか。(生徒ｱﾝｹ  

 ｰﾄ) 

②国公立、早慶上理 G-MARCH 合 

 格者数が前年比上昇したか 

③進路だより等、工夫した進路 

 情報発信を何回行ったか 

④補習授業の講座数や参加生徒 

 数は増加したか 

①指定校･公募推薦等で国公立 10 名 

 私立 49 名合格。大学入学共通ﾃｽﾄ 

 は 96.7％が受験。前年比微微増。 

②第 1志望国公立は 37.3％(+6.3％） 

 埼玉大・群馬大第 1志望が増加。 

③大学説明会 6回､分野別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 8 回  

 進路だより計 58 号､模試分析会実施 

④3年対象延べ 40 講座、1･2 年対象の 

 べ 24 講座、開講講座は例年並み。 

 ｵﾝﾗｲﾝ連携は 8講座に生徒が参加 

Ｂ 

国公立第 1 志望の生徒が増

加しているのは良い傾向。 

授業に集中して意欲的に取

り組んだ生徒も 82.7％。 

学力差が大きい現状を踏ま

え ipad の導入・ｵﾝﾗｲﾝの活

用等によるより効果的な学

習支援の体制の構築と確実

な進路実現、進学実績の向

上に取り組む必要がある。 

 

大学説明会 6 回、分野別 8 回進路だよ

り、補習授業など努力が見え、進路指

導の充実を表している。授業に

82.7％の生徒が集中しているのも素晴

らしい。現役合格者数の増加、第一志

望決定率の向上等素晴らしい成果であ

る。ipad による効果的な学習支援が

楽しみである。今後も進学率向上の実

績を残し、全生徒の自信に結び付いて

ほしい。 

２ 

【現状】 

 学校行事等生徒は主体的に活動して

いる。新学習指導要領に基づき観点別

評価について評価基準等を決定し、生

徒・保護者に公開した。 

【課題】 

 生徒の自主的･能動的な学びや活

動、主体的･対話的な学習を進める必

要がある。観点別評価について研究を

重ね、必要な修正を進めて定着図る 

自 ら 考

え、主体

的 に 学

び、行動

できる生

徒の育成 

①生徒会活動や委員会活動、部活動等、生 

 徒の主体的活動の推進と支援 

②探究活動や「世界をﾘｰﾄﾞする科学人材育 

 成時事業」「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ事業」等を活用 

 した主体的･探究的学びの推進 

③主体的な学びや、思考力・判断力・表現 

 力の育成に資する授業の研究と実践 

④観点別評価に関する研究や教科内での共 

 通理解・共通認識に係る継続的取組 

①学校行事等における生徒の満 

 足度はどうか   

②大学と連携した学びはどのく 

 らい行えたか。探究活動の発 

 表に効果的に取り組めたか 

③協調学習等は実践できたか。 

 工夫した授業が実践されたか 

④公平公正な観点別評価が実施 

 できたか 

①文化祭各企画平均満足度 91.1％ 

②京大研修 8名､お茶大訪問 9名､東大 

 訪問 5名､日本薬科講座 12 名､高ｴﾈﾙ 

 ｷﾞｰ加速器研究機構 3名等の参加 

③初任教諭による協調学習、授業での 

 ﾍﾟｱ学習､ｸﾞﾙｰﾌﾟ協議などのほか、探 

 究授業でのﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ､熊高とのﾃﾞｰﾀ 

 ｻｲｴﾝｽ合同発表会実施(予定含む） 

④観点別評価 WG を中心に公正公平な評 

 価となるよう検討を継続・実践｡ 

Ａａ 

学校行事等様々な活動をｺﾛﾅ

前の正常な状況に可能な限

り回復させる必要がある。 

授業の工夫改善、特に生徒

が自ら学び考え発信できる

力の育成を継続して目指す

必要がある。 

観点別評価による公平公正

な評価については、引き続

き検討継続する必要がある｡ 

 

行事満足度が 91.1％と高く充実した

高校生活であることを表している。大

学と連携した学びや探究授業でのｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄまでの主体的な学びが力となる。

生徒がﾃｰﾏを決め決められた時間で発

表する場面をさらに増やすことは重要

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ発表会も充実させてほし

い。主体的に学び行動できる力の育成

は特に力を入れてほしいﾃｰﾏである。 

３ 

【現状】 

 １・２年生は全員がﾀﾌﾞﾚｯﾄを購入し

ており、各ｸﾗｽ、各教科科目でGoogle 

classroomを作成し、授業で活用して

いる。 

【課題】 

 生徒の興味関心や学ぶ意欲を育てる

授業の工夫改善を更に進める必要があ

る。ICT の活用や情報活用能力、課題

発見・解決能力の育成が必要である 

次世代に

求められ

る情報活

用能力、

課 題 発

見・解決

能力の育

成 

 

①ICT を活用した授業の積極的展開 

②「ｵﾝﾗｲﾝ連携講座事業」による、他校と  

 協働した生徒の学習意欲向上の取組  

③「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ事業」による、課題発見･情 

 報分析能力や課題解決能力の育成 

④ｵﾝﾗｲﾝ学習を活用し、ｺﾛﾅ禍でも学びを止 

 めない学習保障の展開。 

⑤教員相互の授業公開等による授業力の向 

 上、改善 

①教員は ICT 機器を有効に活用 

 できたか。 

②他校の補習授業への参加数は 

 どうか(生徒は参加したか） 

③業者と連携した効果的な取組 

 が実践できたか(生徒ｱﾝｹｰﾄ) 

④コロナ等長期の欠席者に同時 

 配信の授業が提供できたか 

⑤授業公開・見学を行う教員が 

 増えたか 

①授業での ICT 活用は格段に増加。 

 次年度は全生徒が ipad 購入予定 

②ｵﾝﾗｲﾝ連携講座受講は 3名 8講座。他 

 校から 3講座 13 名参加。自治医科大 

 ｵﾝﾗｲﾝ講座 3名参加 

③ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽに 80 名が参加。2/6 校内 

 で 2/14 熊高と合同発表会実施予定 

④学びを止めないため、自宅待機者へ 

 のｵﾝﾗｲﾝ授業配信を毎日全科目で実施 

⑤年 3回授業公開週間とし相互に授業 

 公開。管理職の授業観察とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 

Ａ 

全生徒 ipad 所有を活かす利

用の拡大･発展策が必要。 

他校講座をより早く紹介で

きるよう県と協議が必要 

自ら学び考え発表する探究

活動の積極的取組が必要 

わかり易いｵﾝﾗｲﾝ 授業の配

信方法の研究・工夫改善等

の継続的取組が必要 

授業見学機会は定着｡ICT の

活用法の共有が必要 

 

ICT 活用は不可欠であり全生徒の活用

能力は必修である。ICT を活用した授

業の積極的展開や他校との連携を深

め、更なる学習意欲の向上に期待した

い。授業力向上に向けた年 3 回の授業

公開の取組は素晴らしい。研究協議に

よる授業改善が力となってくるので期

待したい。駿台ｻﾃﾈｯﾄの導入成果を見

てみたい。 

４ 

【現状】 

自らを律して行動できる生徒が多

く、地域からも評価・信頼を得ている 

【課題】 

生徒に寄り添った支援、指導を進め、

地域に信頼される品格ある熊女生とし

て学校生活を送らせる必要がある。ま

た、生き生きとした生徒の姿を、中学

生や地域に公開し、評価を高め、生徒

募集にいかす必要がある。 

生徒に寄

り添った

生徒指導

や生活支

援の充実 

①整容指導や挨拶運動等に係る教職員､生 

 徒､保護者が連携した計画的な取組 

②校内支援委員会を中心とした教育相談体 

 制の充実と、個に応じた丁寧な生活支援 

①生徒・保護者が加わった挨拶 

 運動が何回実施できたか 

②教育相談実施回数はどうか。 

②転退学者数が前年比減少し 

 たか。 

①学期初めに 4週間実施。ｺﾛﾅの影響か 

 ら保護者参加はできず。 

②17 日延べ 71 回の教育相談を実施 

②転退学者数は前年比－5人に減少 

Ｂ 

保護者の現状も踏まえつつ

挨拶運動への参加を促す  

教育相談体制の維持継続。

早期相談実現への体制整備  

転退学者数の更なる減少 

 

教育相談の実績は素晴らしい。生徒に

寄り添った生徒指導は重要。人と人が

直接触れ合う機会が希薄であり、引き

続き、生徒への生活支援、教育相談等

きめ細かい指導をお願いしたい。熊女

の地域信頼度は高い。小中ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱだ

けでなく地域社会へ幅を広げてほし

い。HP も充実し学校の発信が信頼に

繋がる。地域憧れの学校でありたい。 

学校の広

報活動と

生徒募集

の充実 

①ﾎｰﾍﾟｰｼﾞの積極的更新による情報発信 

②学校説明会･学校見学会等の工夫・改善 

③小高、中高連携等の地域連携や、ﾎﾞﾗﾝﾃｨ 

 ｱ活動等の取組の推進 

①ホームページの閲覧件数は前 

 年比増加したか。 

②入試倍率が前年比上昇したか 

③地域連携が実施できたか。 

①HP 閲覧件数 1日約 4900 件(+1400 件) 

②1 月発表倍率 1.03 倍(前年比-0.04） 

③小中学校への学習支援は実施できず｡ 

 小学校とのｽﾎﾟｰﾂ交流、子ども食堂で 

 の学習支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、ﾛｰﾄﾞｻﾎﾟｰﾄ事業 

 に美化委員が参加（花植え） 

Ａ 

ＨＰでの継続的学校情報発

信、学校案内･説明会等、生

徒募集の工夫改善が必要。 

学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等、可能な地域

連携、地域貢献に積極的に

取り組む必要がある。 
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